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8月7日〜8日：ふるさと山岳体験事業で鳳凰三山を登山した中学生

ニコリ
皆さんに愛されて

周年!!5
特集



いつも子育てのまん中にある子育て支援センター

子どもたちもたくさん本を
借りてくれました

　

平
成
23
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

『
ニ
コ
リ
』
が
9
月
で
開
館
5
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
7
月
に
は
入
館
者
数
が
2
0
0
万
人
を
超
え
る
な
ど
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
世
代
や
県
内
外

か
ら
本
市
を
訪
れ
る
人
々
の
新
た
な
交
流
拠
点
と
し
て
、

多
く
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
、
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
玄
関
口
で
あ
る
駅
前
に
新
た
な
風
を
吹
き
込

ん
だ
『
ニ
コ
リ
』
は
、
大
村
記
念
図
書
館
や
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
、
観
光
案
内
所
な
ど
の
教
育
・
福
祉
・
観

光
を
兼
ね
備
え
た
複
合
施
設
で
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
や

市
民
活
動
の
重
要
拠
点
と
し
て
愛
着
を
持
っ
て
市
民
に

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
4
月
か
ら
は
、
本
市
へ
の
移
住
希
望
者
の
た
め

の
相
談
窓
口
と
し
て
移
住
相
談
員
を
配
置
す
る
移
住
定

住
相
談
カ
ウ
ン
タ
ー
を
増
設
す
る
な
ど
、
一
層
の
機
能

強
化
を
図
り
常
に
進
化
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
10
月
に
は
地
下
1
階
の
一
部
を
改
修
し
、
利

用
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、『
音
楽
ス
タ
ジ
オ
』
や

『
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
』な
ど
の
芸
術
と
音
楽
を
中
心
と

す
る
施
設
を
新
設
し
て
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
役
立

て
る
施
設
へ
と
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

　
今
回
は
、ニ
コ
リ
5
周
年
を
お
祝
い
し
、10
月
に
オ
ー

プ
ン
す
る
地
下
1
階
の
新
た
な
施
設
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
に
愛
さ
れ
て

ニ
コ
リ
５
周
年

H23.9：ニコリオープニングセレモニー

H26.6：サッカーワールドカップ観戦に一喜一憂

H27.5：絵本ニーラ原作者仁科幸子先生を招いての講演会

集特
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　7月 17日（日）、ニコリの入館者が 200万人を達
成し、記念セレモニーが開催されました。
　記念すべき 200万人目となったのは、本町在住の
市川さんご家族で、市長から市民手作りのニーラの
ぬいぐるみや花束、ニコリからはワインなどがプレ
ゼントされました。「ニコリは子供も小さいので子育
て支援センターを週 1回は利用しています。よくテ
レビなどで何人目というようなことを目にして他人
事でしたが、まさか自分がこのような機会に出くわ
すとは思いませんでした。とてもうれしいです。」と
語ってくれました。
　日南子ちゃんはニーラが大好きで、てれながら記
念のニーラのぬいぐるみを大切に抱いていました。

ニコリ入館者
200万人達成!!

記念すべき 200万人目となった市川研介さん、
美保さん、日南子ちゃん、輝くん

冬は綺麗なイルミネーションに彩られました

H25.6：地元大人気グルメ「にらまん」作り教室を開催

H28.2：メダル展示に長蛇の列ができたノーベル賞受賞企画展

こ
れ
か
ら
も
市
民
活
動
の
拠
点
と
し
て

　
韮
崎
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
「
二
コ
リ
」
が
平
成

23
年
の
開
館
以
来
、
5
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
本
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
利
用
し
や
す
い
料

金
設
定
や
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
柔
軟
な
施
設
改
修

な
ど
鋭
意
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
と

り
わ
け
館
内
の
指
定
管
理
事
業
者
各
位
が
、
そ
れ

ぞ
れ
に
知
恵
と
工
夫
を
凝
ら
し
て
利
用
者
の
皆
様

の
た
め
の
管
理
運
営
に
努
め
て
い
た
だ
い
た
賜
物

と
、
こ
こ
に
あ
ら
た
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る

次
第
で
す
。

　
そ
れ
に
も
増
し
て
「
二
コ
リ
」
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
の
は
、
毎
日
利
用
し
て
く
れ
る
延
べ

2
0
0
万
人
を
超
え
る
利
用
者
の
皆
様
で
あ
り
、

皆
様
の
お
陰
を
持
ち
ま
し
て
本
施
設
は
行
政
と
地

域
住
民
と
の
「
協
働
」
が
モ
デ
ル
的
に
実
践
さ
れ
て

い
る
事
例
と
し
て
、
広
く
注
目
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
ま
ち
な
か
の
核
施
設
と
し
て
充
実

を
図
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
周
囲
と
の
相
乗
効
果

が
よ
り
発
揮
さ
れ
る
よ
う
意
を
注
い
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
皆
様
か
ら
な
お
一
層
の
ご
愛
顧
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

韮崎市長　内藤久夫
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▲韮地下スタジオイメージ図

■地下 1階オープン日時
　10月9日（日）11時 30分～
　オープニングセレモニーを開催します。
　※一般の方の入館は、セレモニー終了後となります。
■開館時間　9 時～ 22時
■休 館 日　・第 3月曜日（祝日の場合その翌日）
　　　　　　・年末年始（12月29日～ 1月3日）

ニコリ
地下1F

前　室

控え室 控え室

音楽
スタジオ
音楽
スタジオ

ステージ

青少年
育成プラザ
青少年
育成プラザ

アート
ギャラリー①
アート
ギャラリー①

アート
ギャラリー②
アート
ギャラリー②

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

ス
ペ
ー
ス
②

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

ス
ペ
ー
ス
①

交流ストリート（フリースペース）

正面出入口側階段

楽　屋 倉　庫

市民活動室②～⑧

市民活動室②～⑧

男
子
ト
イ
レ

女
子
ト
イ
レ

1F⬅

エレベーター

「Miacis（ミアキス）」

「韮地下スタジオ」

が ますます広がるスペースへ !!が集いニコリ地下 みんな 笑顔
ー 韮 地 下 ーNIRACHIKA 10月9日オープン!

『音楽スタジオ』 ー韮地下スタジオー
　音楽スタジオは防音設備が施されており、バン
ド演奏に対応したドラム、アンプ等の音楽機材も
充実しています。また、現在のスタジオより広く設
計されており、ステージも設置するため、ライブハ
ウスとして使用したり、ダンス等の発表もするこ
とができます。
　10月のオープンを記念して、音楽スタジオを10
月 10日（月）から 10月末まで無料でご利用いた
だけます。申し込みはニコリまでお願いします。

『市民活動室』 
　市民活動室は、市民はもとより、まちづくりなどに積
極的な各動団体の様々な自主活動のための拠点としてご
利用いただく施設です。
　積極的な活動をサポートするために１年間の継続利用
を基本とします。

特集  愛されてニコリ 5 周年
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　運営スタッフによる安全管理のもと中学・高校
生が交流や勉強をしたり、少し上の先輩や大人に
出会い、相談したり、自らイベントなどを企画し
たりすることのできる交流拠点。
　Wi-Fi を備えたフリースペースや、ミーティン
グルーム、まちの情報コーナー、大人の仕事、世
の中の仕組みを知ることのできるコーナーなどを
設け、この空間にいることで自然と情報が入って
きたり、発見があったりするような仕掛けがたく
さんあります。
※詳細は広報 8月号 P16 を参照 ▲ミアキスイメージ図

▲アートギャラリーイメージ図

韮
崎
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
者 

㈱
ま
あ
め
い
く

�

星
野
次
夫
さ
ん

　

ニ
コ
リ
は
公
的
機
関
や
民
間
が

入
居
す
る
新
し
い
形
の
複
合
施
設

と
し
て
、
5
年
前
の
9
月
に
オ
ー

プ
ン
い
た
し
ま
し
た
。
他
市
に
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
が
な
い
た
め
、
市
の

担
当
者
と
現
在
に
至
る
ま
で
、
多

く
の
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
運
営
し

て
き
ま
し
た
。
今
で
は
市
民
の
皆

様
の
ご
協
力
の
も
と
、
1
日
1
，

3
0
0
人
も
の
方
が
利
用
す
る
施

設
に
な
る
こ
と
が
で
き
、
皆
様
に

は
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で

す
。
さ
ら
に
10
月
に
は
地
下
に
新

た
な
施
設
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
ラ
イ
ブ
が
可
能
な

音
楽
ス
タ
ジ
オ
、
中
学
・
高
校
生

の
た
め
の
拠
点
施
設
で
す
。
今
ま

で
に
も
増
し
て
、
ご
利
用
い
た
だ

け
る
施
設
と
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
こ
れ
か
ら

も
、
ニ
コ
リ
が
市
民
交
流
の
場
と

し
て
、
韮
崎
の
中
心
施
設
に
な
る

よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

『アートギャラリー』
　文化芸術作品の発表の場、展示会場とし
て新たにアートギャラリーを設置します。
　絵を描くことは好きだけど人に見てもら
う機会がなかったあなたにぴったりの場所
が新しくニコリにオープンします。
　日頃の成果を発揮するチャンスです。あ
なたの作品を展示してみませんか。

『青少年育成プラザ』
マチを知り、ヒトに出会い、シゴトやヨノナカを学ぶ中学・高校生の交流拠点

ーMiacis（ミアキス）ー

ー峡北美術協会会員及び会友の作品を一堂に展示ー
韮地下アートギャラリーオープニング記念企画展開催
期間：10月 9日（日）から 11月 26日（土）※月休館
※�10月9日は、オープニングセレモニー終了後のオープンです。
主催：韮崎市・峡北美術協会　共催：㈱まあめいく

が ますます広がるスペースへ !!が集いニコリ地下 みんな 笑顔
ー 韮 地 下 ーNIRACHIKA 10月9日オープン!
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韮
崎
市
と
姉
妹
都
市

で
あ
る
ア
メ
リ
カ�

カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
フ
ェ

ア
フ
ィ
ー
ル
ド
市
は
、

昭
和
63
年
か
ら
学
生
の

相
互
派
遣
交
流
を
行
っ

て
い
ま
す
。
本
年
も
7

月
12
日
か
ら
8
月
1
日

の
期
間
、
5
名
の
高
校

生
と
引
率
者
が
本
市
を

訪
れ
、
市
内
の
家
庭
に

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
、
学

校
訪
問
や
観
光
地
、
事
業
所
の
訪

問
な
ど
を
通
し
て
日
本
を
肌
で
感

じ
、
多
く
の
皆
さ
ん
と
交
流
を
深

め
ま
し
た
。
滞
在
初
日
は
緊
張
し

て
い
る
様
子
の
学
生
達
で
し
た
が
、

し
だ
い
に
打
ち
解
け
、
日
本
文
化

や
日
本
語
に
つ
い
て
積
極
的
に
学

ぼ
う
と
す
る
姿
が
と
て
も
印
象
的

で
し
た
。韮
崎
市
に
つ
い
て
も
、自

然
豊
か
で
き
れ
い
な
景
色
に
囲
ま

れ
た
、
人
々
が
親
切
な
街
だ
と
い

う
印
象
を
持
っ
た
そ
う
で
、
ま
た

い
つ
か
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
友

達
に
会
い
に
韮
崎
市
に
戻
っ
て
き

た
い
！
と
い
う
強
い
気
持
ち
と
思

い
出
を
胸
に
、
ア
メ
リ
カ
に
帰
っ

て
い
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
年
は
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー

ル
ド
市
と
の
姉
妹
都
市
締
結
45
周

年
の
記
念
す
べ
き
年
で
す
。
両
市

の
交
流
の
歴
史
の
長
さ
や
友
好
関

係
の
深
さ
を
知
る
と
と
も
に
、
事

業
を
支
援
し
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ん

に
あ
ら
た
め
て
感
謝
を
す
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
学
生
達

を
は
じ
め
、
こ
の
事
業
に
携
わ
っ

て
い
る
日
本
の
学
生
達
に
も
、
日

本
と
ア
メ
リ
カ
の
懸
け
橋
と
な
っ

て
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

言
葉
・
文
化
は
違
え
ど
も

と
も
に
過
ご
し
た
時
間
が
仲
間
の

証

―

姉
妹
都
市
高
校
生
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業
ー

“ 日本の夏 ” を体験
（7月 31日�フェアウェルパーティー）

韮崎の桃はジューシー♪
（7月 27日�桃狩りを体験）

3泊 4日で広島・京都・奈良へ
（7月 21日�奈良公園）

左から　トリー・ウェイルス・デイビスさん、トーマス・ピノさん、ニコラス・ロドリゲスさん、デイビッド・
エイバリーさん、シュバム・ダーワルさん、ヴァネッサ・アリバスさん
� 　（8月 1日�帰国前に全員で記念撮影）

62016.9
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ひ
、
ま
た
韮
崎
に
帰
っ
て
き
た
い

で
す
。

ト
リ
ー
・
ウ
ェ
イ
ル
ス
・
デ
イ
ビ
ス

�

さ
ん

　

と
て
も
日
本
は
魅
力
的
で
、

人
々
が
親
切
な
国
だ
と
思
い
ま
し

た
。
私
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が

大
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
ア
メ
リ

カ
と
比
べ
た
と
き
に
、
文
化
や
歴

史
の
違
い
が
と
て
も
お
も
し
ろ
い

と
思
い
ま
し
た
。将
来
、ま
た
戻
っ

て
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

デ
イ
ビ
ッ
ト
・
エ
イ
バ
リ
ー
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
引
率
者
）

　
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
よ
く
計

画
さ
れ
て
い
て
、
学
校
訪
問
や
大

都
市
へ
の
旅
行
、
市
内
観
光
な
ど

が
う
ま
く
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る

日
程
や
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
な
ど
、

と
て
も
満
足
し
て
い
ま
す
。

　
姉
妹
都
市
交
流
協
会
の
方
を
は

じ
め
、
皆
さ
ん
本
当
に
素
晴
ら
し

い
人
た
ち
で
し
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体
験
し
た
皆

さ
ん
か
ら
、
感
想
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。（
抜
粋
）

ヴ
ァ
ネ
ッ
サ
・
ア
リ
バ
ス
さ
ん

　
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
職
員
の

皆
さ
ん
に
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ

に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
、
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
出
か
け
た
こ
と
は
、

と
て
も
楽
し
い
思
い
出
と
な
り
ま

し
た
。

シ
ュ
バ
ム
・
ダ
ー
ワ
ル
さ
ん

　
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
で
き

て
、本
当
に
満
足
し
て
い
ま
す
。学

校
訪
問
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校

で
特
色
が
あ
る
の
が
面
白
か
っ
た

で
す
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆

さ
ん
が
親
切
で
、
出
会
え
て
本
当

に
良
か
っ
た
で
す
。
私
に
と
っ
て

第
二
の
家
族
が
で
き
ま
し
た
。

ト
ー
マ
ス
・
ピ
ノ
さ
ん

　
私
は
、
こ
の
滞
在
を
通
し
て
素

晴
ら
し
い
体
験
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
い
つ
か
ま
た
戻
っ
て

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

今
後
も
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
続
け

て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

ニ
コ
ラ
ス
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
さ
ん

　
人
々
、
環
境
、
新
し
く
で
き
た

友
達
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
な
ど
、

言
う
こ
と
な
し
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

し
た
。
韮
崎
市
は
、
世
界
で
最
も

き
れ
い
な
街
の
ひ
と
つ
だ
と
い
う

よ
う
な
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
ぜ

　

姉
妹
都
市

フ
ェ
ア
フ
ィ
ー

ル
ド
市
と
の
交

流
を
深
め
る
と

と
も
に
、
一
般
家
庭
へ
の
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
通
じ
て
様
々
な
人
と
接

す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際
的
な
感

覚
を
持
っ
た
人
材
を
育
成
す
る
た

め
、
市
内
在
住
の
中
学
・
高
校
生

を
対
象
に
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
市

へ
の
派
遣
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
期
間

　
12
月
17
日
（
土
）
～

　
　
　
平
成
29
年
1
月
8
日（
日
）

　
《
23
日
間
※
変
更
の
場
合
あ
り
》

■
募
集
人
員

　
中
・
高
校
生
6
名
《
予
定
》

■
募
集
期
間

　
9
月
1
日
（
木
）
～
15
日
（
木
）

※�

後
日
、
面
接
試
験
を
行
い
、
派　

遣
者
を
決
定
し
ま
す
。

■
参
加
者
負
担
金

　
15
万
円
程
度
（
過
去
実
績
）

※�

H
P
で
も
派
遣
要
項
が
ご
覧

に
な
れ
ま
す

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
国
際
交
流
実
行
委
員
会

　
（
企
画
財
政
課�

企
画
推
進
担
当
）

�

（
内
線
3
5
6
）

米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
市
へ

行
こ
う
！

初体験の習字に悪戦苦闘
（7月 15日�韮崎西中学校）

FUJIYAMAの前で記念撮影
（7月 28日�富士急ハイランド）

座禅で精神統一
（7月 26日�願成寺）

茶道の心は、おもてなしの心
（7月 15日�韮崎工業高校で茶道体験）
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ここに住む人 ここに移り住む人　みんなが繋がるともっと楽しくなる

公
共
施
設
の
管
理
運
営
に
民
間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
！

る
2
施
設
に
つ
い
て
管
理
運
営
を

希
望
す
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

■
指
定
管
理
者
募
集
施
設
一
覧

■
応
募
方
法
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
9
月
8
日
（
木
）
か
ら
、
指
定

管
理
者
を
公
募
す
る
施
設
の
担
当

課
及
び
市
H
P
で
募
集
要
項
等

を
配
布
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
企
画
財
政
課�

企
画
推
進
担
当

�

（
内
線
3
5
5
～
3
5
7
）

　本市では、地方創生や人口減少対策への取り組みの一つとして、移住定住の促進に向けた取り組みを行って
いるところですが、重要なカギはここに住む市民のみなさんが移住者を受け入れ、共に地域で暮らすという気
持ちとその体制づくりにあります。
　人口減少対策は移住者だけのことではなく、ここに住む私たち一人ひとりにとっても大切な取り組みです。移
住が促進され人口が増えるとどんな良いことがあるのか？地域のくらしはどんな風になるのか？�どのように
受け入れたらみんなが幸せに暮らせるのだろうか？�こうした事をここに住む私たちが考え、理解を深めること
は、地域を知り、愛着を感じ、誇りを持つことにも繋がります。
　このため、市ではにらさき移住応援団を組織し、移住希望者への支援はもとより、ここに住むすべての方々
が「チーム韮崎」の一員として地域の活力づくりに取り組む機運を高め、韮崎を元気にしていきます。
　多くの皆さんのご参加、ご協力をお願いします！
■参加対象者
　・本市の移住促進やまちづくりに意欲的な方（住所要件は問いません）
　・市内事業者　
　※実際に本市に移住された方々も積極的にご参加ください。
■活動内容
　・市民のみなさん方と移住された方々及び移住希望者等との交流会
　・移住応援団専用の facebook ページを活用した情報発信
　・首都圏で開催される移住セミナーへの協力
　・移住希望者を対象としたお試し体験ツアーなどへの協力
　・その他、移住応援団による自主企画など
※�活動は原則としてボランティアになりますが、首都圏でのセミナーへ
　スタッフとしてご協力をいただく場合などは、交通費などを支給します。　
■申し込み・問い合わせ　企画財政課�人口対策担当（内線 358・359）
　　　　　　　　　　　　ニコリ 1階移住・定住相談窓口（☎ 30-4321）

移住相談員の山本です！
移住応援団の一員として私
もがんばります。

公の施設名称 問い合わせ先

韮崎市文化ホール
教育課

生涯学習担当
（内線 266）

韮崎市定住促進住宅
建設課
管理担当

（内線 246・247）

指
定
管
理
者
制
度
と
は

　
指
定
管
理
者
制
度
と
は
、
公
共

施
設
の
管
理
運
営
を
広
く
民
間
事

業
者
に
任
せ
る
こ
と
が
で
き
る
制

度
で
す
。

　
従
来
、
市
の
公
共
施
設
の
管
理

運
営
は
市
が
直
接
行
う
か
、
市
が

出
資
す
る
法
人
や
公
共
的
団
体
な

ど
に
委
託
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ
り

民
間
事
業
者
や
団
体
な
ど
も
管
理

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
運
動
施

設
や
福
祉
施
設
、
教
育
・
文
化
施

設
な
ど
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん

に
直
接
利
用
し
て
い
た
だ
く
公
共

施
設
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
よ
り
効
果

的・効
率
的
に
対
応
す
る
た
め
、民

間
の
力
を
活
用
し
て
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

指
定
期
間
が
満
了
す
る
2
施
設

に
つ
い
て
指
定
管
理
者
を
公
募

　
本
市
で
は
、
現
在
11
の
公
共
施

設
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し

て
い
ま
す
。

　
今
回
、
こ
れ
ら
の
う
ち
平
成
28

年
度
末
で
指
定
期
間
が
満
了
と
な

市
内
公
共
施
設
の
指
定
管
理
者
を
募
集

にらさき        移住応援団 メンバー募集
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みんなで楽しく健康づくりをしませんか？

「健康アップ教室」で健康づくりにチャレンジ
　食生活や運動習慣を改善したい、健康づくりを始めたい、身体にいいことを始めてみたい、メタボを解消し
たくても長続きしない、身体にいいことを始めても長続きしない・・・そんなあなたにぴったりの教室です。
　特に毎年、健診結果等でコレステロール値（脂質異常）・高血糖・高血圧を指摘され、改善の見られない方は、
ぜひこの機会にご参加ください。参加した方の中には教室参加後に改善が見られた方が多くいます。
　あなたと同じ健康の悩みをもった仲間と一緒に健康的な体と日常を取り戻してみませんか。

■内　容　・ステップ台を用いた運動　・食生活改善についての学習
　　　　　・健康食の試食　・腹囲、体脂肪、血圧測定
■場　所　保健福祉センター（保健課）
■参加費　無料
■申し込み・問い合わせ
　保健課�保健指導担当　☎ 23-4310　 FAX 23-4316

月 日 曜　日 時　　間 内　　　容
健康アップ教室前半

9 21

水
　AM9：00～
　　AM11：30

自分の身体を知ろう！・測定 食事記録票配布（3日分）
28 ステップ台運動

10

5 学習会・測定・ステップ台運動 食事記録票回収・聞き取り
12 ステップ台運動 食事記録票回収・聞き取り
19 自主ステップ台運動
26 自主ステップ台運動

11

2 学習会・測定・ステップ台運動
9 高血圧予防教室
16 ステップ台運動
24 木 自主ステップ台運動
30 水 栄養指導・健康食の試食

12 7 測定・ステップ台運動・まとめ
健康アップ教室後半

12 22

木 　AM9：00～
　　AM11：30

ステップ台運動

1
12 ステップ台運動 食事記録票回収・聞き取り
19 自主ステップ台運動
26 高血圧予防教室

2
2 学習会・測定・ステップ台運動
9 自主ステップ台運動
23 栄養指導・健康食の試食

3 2 自主ステップ台運動
9 測定・ステップ台運動・まとめ

健康アップ教室日程

＊�持ち物：飲み物（水やお茶）、
運動のできる服装でいらし
てください。

＊�教室は毎回 9：30 ～ 11：
30頃までの予定です。

＊�前半又は後半どちらかの参
加になります。

「健康ポイント事業」についてのお知らせ
　今年度 4 月から「健康ポイント事業」を開始しています。20 歳以上の市民の方が対象です。
　該当事業に参加し 100 ポイント以上を達成した方に記念品を贈呈します。
■記念品贈呈受付期間　9月 1日～平成 29年 4月 10日まで
■持参するもの　○保険証　○ポイントカード　○健康診査結果用紙　○各種がん検診結果用紙
　　　　　　　　○運動教室等出席簿（水色の用紙）　○ウォーキング実践記録表（ピンクの用紙）
■受付場所・時間　保健福祉センター　8時 30分～ 17時 15分
■ポイント対象となる市の催しについての今後の予定
　○市総合健診（各種ガン検診・歯科健診）10・11月（11会場）　○武田の里ウォーク　9月 11日（日）
　○にらさきいきいきウォーキング　11月 26日（土）・3月 11日 ( 土 )
　大勢の方のご参加をお待ちしています。
■申し込み・問い合わせ　保健課�保健指導担当（保健福祉センター）　☎ 23-4310

健康的な体と共に記念品をゲットしよう！
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生
活
環
境
の
向
上
と
水
質
保
全
の
た
め
に

接続時期 補助金額

処理区域公示から 1年以内
（H28年 4月供用開始） 8万円

処理区域公示から 2年以内
（H27年 4月供用開始） 5万円

処理区域公示から 3年以内
（H26年 4月供用開始） 3万円

使用状況 一般 営業

水道水のみを
使用している場合 水道水使用水量

井戸水のみを
使用している場合 認定人員× 8㎥ /月 量水器による計測量

水道水と井戸水を
使用している場合

水道水使用水量
＋

認定人員× 4㎥ /月

水道水使用水量
＋

量水器による計測量

基本料金 超過料金
汚水量 金額 汚水量 1㎥につき

一般汚水
20㎥まで

1,512 円
20㎥を超え 60㎥まで 91.80 円
60㎥を超え 100㎥まで 108円
100㎥を超えるもの 124.20 円

公衆浴場
汚水 2,160 円 20㎥を超えるもの 108円

一時使用
汚水 1㎥につき　108円

　
市
で
は
、
皆
さ
ん
が
健
康
で
快
適
な
暮
ら
し
を
送
る
事
が
で
き
る
よ
う
、

下
水
道
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
区
域
（
処
理
区
域
）
に
お
住
ま
い
の

方
は
、
法
律
に
よ
り
下
水
道
に
接
続
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
生
活
環
境
の
向
上
、
河
川
等
の
水
質
保
全
の
た
め
に
も
、
下
水
道
へ
の

接
続
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

宅
内
か
ら
接
続
す
る
に	

	

は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

　
下
水
道
に
接
続
す
る
宅
内
工
事

に
つ
い
て
は
、市
が
指
定
し
た「
排

水
設
備
指
定
工
事
店
」
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
指
定
工
事
店
は

市
に
提
出
す
る
必
要
書
類
の
作
成
、

届
出
な
ど
の
手
続
き
を
代
行
し
ま

す
。
指
定
工
事
店
の
一
覧
は
、
下

水
道
担
当
及
び
市
H
P
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
工
事
費
は
個
人
負
担
と

な
り
ま
す
。

工
事
の
た
め
の
補
助
制
度
を	

ご
利
用
く
だ
さ
い

●
排
水
設
備
工
事
資
金
の

　
　
　
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

①
融
資
あ
っ
せ
ん
額

　
工
事
資
金
1
0
0
万
円
以
内

②
利
子
補
給

　
市
が
3
％
以
内
の
利
子
補
給

③
償
還
方
法

　
融
資
を
受
け
た
日
か
ら
3
年
以　

内
毎
月
元
金
均
等
償
還

④
融
資
あ
っ
せ
ん
条
件

※�

処
理
区
域
内
に
居
住
し
て
い
る　

こ
と
。

※�

市
税
及
び
受
益
者
負
担
金
を
滞　

納
し
て
い
な
い
こ
と
。

●
下
水
道
排
水
設
備

　
　
　
　
設
置
費
補
助
金

　
下
水
道
処
理
区
域
内
に
お
い
て

平
成
13
年
4
月
1
日
以
降
に
設
置

届
を
提
出
し
、
合
併
処
理
浄
化
槽

を
設
置
し
た
方
で
、
下
水
道
排
水

設
備
工
事
を
行
う
場
合
、
補
助
金

の
額
は
【
表
1
】
の
と
お
り
で
す
。

下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て

●
使
用
水
量
の
算
定
に
つ
い
て

　
下
水
道
使
用
水
量
は
、
原
則
的

に
は
水
道
水
使
用
水
量
に
基
づ
い

て
決
め
ま
す
が
、
井
戸
水
を
使
用

し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

【
表
2
】
に
よ
り
算
定
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
使
用
料
は
【
表
3
】
の
と

お
り
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
上
下
水
道
課�

下
水
道
担
当

�

（
内
線　
6
1
3
・
6
1
4
）

9
月
10
日
は
下
水
道
の
日		

第
31
回
下
水
道
ま
つ
り

　
下
水
道
の
日
の
行
事
の
一
環
で
、

下
水
道
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
催
し
物
が
企
画
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
家
族
お
そ
ろ

い
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
9
月
10
日
（
土
）

　
10
時
～
14
時
（
雨
天
決
行
）

■ 

催
し
物　
下
水
道
施
設
見
学
・　

ミ
ニ
下
水
道
展
・
水
質
実
験
・　

お
た
の
し
み
抽
選
会
な
ど

■ 

主
催
：
山
梨
県
・
桂
川
流
域
下

水
道
推
進
協
議
会・（
公
財
）
山　

梨
県
下
水
道
公
社

■
会
場
・
問
い
合
わ
せ

　
桂
川
清
流
セ
ン
タ
ー

　

�

大
月
市
梁
川
町
塩
瀬
8
0
0

番
地
（
駐
車
場
あ
り
）　

☎
0
5
5
4
‒
2
6
‒
3
4
0
1

下
水
道
排
水
設
備
工
事	

	

責
任
技
術
者
認
定
試
験

■
講
習
会　
11
月
15
日
（
火
）

■
試
験
日　
11
月
27
日
（
日
）

■
会
場
（
講
習
・
試
験
共
通
）

　

�
県
立
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン　

タ
ー
（
ぴ
ゅ
あ
総
合
）

■
申
込
期
間

　
10
月
3
日
（
月
）
～
24
日
（
月
）

※�

申
込
用
紙
は
、
市
上
下
水
道
課　

下
水
道
担
当
窓
口
及
び
県
内
4　

箇
所
の
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
配
布

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

�（
公
財
）
山
梨
県
下
水
道
公
社　

事
務
局

☎
0
5
5
‒
2
6
3
‒
2
7
3
8

下
水
道
へ
の
接
続
に
ご
協
力
を
!!

【表1】下水道排水設備設置費補助金
� （一般家庭用のみ）

【表2】使用水量の決め方

【表3】使用料金表（2ヶ月分）税込
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65歳以上の公的年金受給者で、住民税を納税されている方へお知らせ

あ
な
た
の
行
動
で
救
え
る
命
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

公的年金から、住民税が特別徴収（天引き）されます
　公的年金受給者の納税の便宜や市町村の住民税徴収事務の効率化を図るため、個人住民税の公的年金からの
特別徴収（天引き）制度が平成 21 年 10 月から実施されています。
　特別徴収の対象となるのは、公的年金等に係る税額のみで、その他の所得に係る税額については普通徴収（個
人納付）または給与からの特別徴収となります。
  なお、今年あらたに特別徴収の対象になられた方については、10 月の年金分から特別徴収が開始されますの
でご注意ください。

※�住民税の年金からの特別徴収制度は、納税方法の変更であり、この制度により新たに税負担が生じるもので
はありません。

※�この制度に基づく住民税額は、その年の 5月から 6月にかけて市が決定（計算）し、年金保険者（日本年金
機構など）へ個人住民税の特別徴収を依頼します。

◆年金特別徴収の仮徴収税額の算定方法の見直しについて（仮徴収税額の平準化）
　年間の年金特別徴収税額の平準化を図るため、仮徴収税額（4・6・8月）を「前年度の特別徴収税額（年税
額）の 2分の 1に相当する額とする」こととなりました。適用時期は平成 28年 10月 1日以後に実施する特
別徴収から適用となり、改正後の計算方法により仮徴収が行われるのは、平成 29年度からです。なお、本改
正は仮徴収税額の算定方法の見直しを行うものであり、年税額の増減が生じるものではありません。

特別徴収の対象になる年金
　老齢年金・退職共済年金等
　※障害年金や遺族年金は課税の対象ではないため、特別徴収の対象にはなりません。
特別徴収の対象となる方
　今年 4月 1日現在 65歳以上で年金を受給されている方のうち、前年の年金所得で住民税の納税分がある方
　※�老齢基礎年金等の給付年額が 18 万円未満の方、介護保険料を天引きされていない方、転出された方、　　

などで、特別徴収の対象とならない場合もあります。
■問い合わせ　税務課�市民税担当　（内線 153・154・155）

　
皆
さ
ん
9
月
9
日
が
何
の
日
か

ご
存
じ
で
す
か
？

　
9
（
き
ゅ
う
）
と
9
（
き
ゅ
う
）

で
「
き
ゅ
う
き
ゅ
う
の
日
」、す
な

わ
ち
「
救
急
の
日
」
で
す
。
事
故

や
病
気
で
目
の
前
の
誰
か
が
突
然

倒
れ
た
り
、
一
刻
を
争
う
状
況
に

な
っ
た
と
き
、
あ
な
た
の
行
動
で

命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
こ
の
機
会
に
、
ご
家

庭
で
も
救
急
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
ま
せ
ん

か
。

救
急
時
安
心
キ
ッ
ト
を	

	

配
布
し
て
い
ま
す

　
救
急
時
安
心
キ
ッ
ト
と
は
日
頃

通
っ
て
い
る
病
院
や
緊
急
連
絡
先

な
ど
の
情
報
を
専
用
の
容
器
に
入

れ
、
救
急
隊
員
が
保
管
場
所
が
す

ぐ
わ
か
る
よ
う
、
各
家
庭
の
冷
蔵

庫
に
保
管
す
る
も
の
で
す
。（
※
保

管
場
所
は
全
国
共
通
）

　
こ
れ
に
よ
り
、
病
気
や
け
が
な

ど
で
救
急
隊
員
が
駆
け
つ
け
た
時

に
容
器
の
中
の
情
報
を
確
認
し
て
、

病
院
へ
の
速
や
か
な
搬
送
に
つ
な

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

■
配
布
対
象
者

　
65
歳
以
上
の
独
り
暮
ら
し
の
方
等

■
問
い
合
わ
せ

　
介
護
保
険
課�

介
護
支
援
担
当

�

☎
2
3
‒
4
3
1
3

平
成
28
年
度
（
後
期
）
普
通
救

命
講
習
・
再
講
習
の
ご
案
内

　
救
急
車
が
到
達
す
る
ま
で
に
は
、

平
均
し
て
8
分
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
も
、
普

通
救
命
講
習
に
参
加
し
、
応
急
手

当
の
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

■
講
習
日
時　
普
通
救
命
講
習

　
10
月
22
日
（
土
）
9
時
か
ら

※�

各
消
防
署
で
月
1
回
開
催
し
ま　

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
講
習
会
場　
韮
崎
消
防
署

　
　
　
　
　
　
北
杜
消
防
署

■ 

対
象
者　
峡
北
消
防
本
部
管
内　

に
お
住
ま
い
の
方
ま
た
は
通　
　

勤
・
通
学
さ
れ
て
い
る
方
。

■
定
員　
各
回
20
名
程
度

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
韮
崎
消
防
署
（
救
命
担
当
）

�

☎
2
3
‒
1
4
9
9

9
月
9
日
は
救
急
の
日

11

税金・救急救命



韮
崎
市
で
就
職
先
を
探
し
ま
せ
ん
か
？

《
最
優
秀
賞
》　
山
梨
県
推
薦
委
員
会　
委
員
長
（
知
事
）
賞

　
挨
拶
と　
感
謝
の
言
葉
で　
広
が
る
絆　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
陵
高
校　
　
　
坂
田　
千
尋
さ
ん

《
優
秀
賞
》　
甲
府
保
護
観
察
所　
所
長
賞

　
さ
し
の
べ
る　
小
さ
な
優
し
さ　
救
い
の
手　
　
　
　
　
　
　
韮
崎
工
業
高
校　
石
原　
　
奎
さ
ん

《
優
秀
賞
》　
山
梨
県
保
護
司
会
連
合
会　
会
長
賞

　
言
う
前
に　
考
え
て
み
よ
う　
相
手
の
気
持
ち　
　
　
　
　
　
韮
崎
高
校　
　
　
飯
塚　
茉
佑
さ
ん

《
優
秀
賞
》　
峡
北
保
護
区
保
護
司
会　
会
長
賞

　
悪
い
こ
と　
見
て
み
ぬ
ふ
り
は　
同
じ
罪　
　
　
　
　
　
　
　
帝
京
第
三
高
校　
石
原　
朱
莉
さ
ん

《
優
秀
賞
》　
峡
北
地
区
更
生
保
護
女
性
会　
会
長
賞

　
あ
り
が
と
う　
忘
れ
て
ま
せ
ん
か　
こ
の
言
葉　
　
　
　
　
　
北
杜
高
校　
　
　
宇
野　
海
杜
さ
ん

《
入　
　
選
》　
峡
北
保
護
区
保
護
司
会　
会
長
賞

　
や
っ
て
い
い
の
か
悪
い
の
か　
ま
ず
は
自
分
に
問
い
か
け
て　
韮
崎
西
中　
　
　
野
田
み
り
か
さ
ん

　
笑
顔
こ
そ　
み
ん
な
と
つ
な
が
る　
パ
ス
ワ
ー
ド　
　
　
　
　
韮
崎
東
中　
　
　
清
水　
直
人
さ
ん

�

※
本
市
在
住
者
及
び
市
内
の
学
校
へ
通
学
さ
れ
て
い
る
方
の
み
を
掲
載

平成28年度「社会を明るくする運動」入選標語
峡北保護区保護司会

　
韮
崎
市
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
振
興
基
本
条
例
の
制
定
に
伴

い
、
条
例
に
掲
げ
る
基
本
的
な
施

策
を
推
進
し
、
新
卒
見
込
者
及
び

一
般
求
職
者
の
就
職
、
並
び
に
企

業
の
人
材
確
保
を
支
援
す
る
た
め
、

「
韮
崎
市
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　
就
職
を
希
望
さ
れ
る
多
く
の
皆

さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

■
主
催　
韮
崎
市

■
共
催　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
韮
崎

　
　
　
　
韮
崎
市
商
工
会

《
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
概
要
》

■
開
催
日　
10
月
27
日
（
木
）　　

　
13
時
～
16
時（
受
付
12
時
か
ら
）

■
場
所　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
3
階
多
目
的
ホ
ー
ル

■
参
加
費　
無
料

　
※
交
通
費
等
は
参
加
者
負
担

■ 
対
象
者　
高
校
生
、大
学
生
、短

期
大
学
生
、
専
修
学
校
（
い
ず

れ
も
新
卒
予
定
者
）
未
就
職
者
、

再
就
職
希
望
者
、
U
I
タ
ー
ン

者
そ
の
他
全
て
の
就
職
者

■ 

参
加
企
業　
市
内
に
事
業
所
、

店
舗
等
が
あ
る
企
業

　
15
社
程
度
予
定�

《
実
施
内
容
》

●�

会
場
内
の
企
業
ブ
ー
ス
で
企
業

の
担
当
者
と
の
面
接
等

●�

就
職
相
談
コ
ー
ナ
に
お
い
て
専

門
の
相
談
員
へ
相
談

《
参
加
方
法
》

●�

事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
。

●�

履
歴
書
を
持
参
し
、
会
場
に
て

受
付
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

複
数
企
業
と
の
面
接
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
複
数
枚
ご
用
意
し

て
く
だ
さ
い
。

●�

新
卒
者
以
外
の
方
は
事
前
に
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
韮
崎
に
求
職
申
込

み
を
し
て
お
く
と
、
当
日
の
受

付
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
商
工
観
光
課�

商
工
労
政
担
当

�

（
内
線
2
1
5
・
2
1
6
）　

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開
催

仮
面
を
か
ぶ
っ
た
土
偶

　

こ
の
韮
崎
遺
産
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
土
偶
に
つ
い
て
は
平
成
26

年
8
月
号
の
広
報
で
紹
介
し
ま
し

た
が
、
韮
崎
に
は
他
に
も
魅
力
満

載
の
土
偶
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
北
東
小
学
校
の
南
側
の
水
田
地

帯
は
後
田
遺
跡
と
い
う
今
か
ら
お

よ
そ
4
，0
0
0
年
前
の
縄
文
時

代
中
・
後
期
の
遺
跡
で
す
。

　
そ
の
遺
跡
か
ら
仮
面
を
か
ぶ
っ

た
土
偶
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
発

見
当
時
は
こ
ま
か
く
割
れ
た
カ
ケ

ラ
で
し
た
が
、
カ
ケ
ラ
を
く
っ
つ

け
て
い
く
と
、
仮
面
を
か
ぶ
っ
た

土
偶
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。

　
体
長
は
21
セ
ン
チ
、
伸
ば
し
た

右
腕
か
ら
左
腕
の
長
さ
は
17
セ
ン

チ
で
、
中
は
空
洞
に
な
っ
て
い
ま

す
。足
は
太
く
ず
っ
し
り
と
し
、お

腹
は
ふ
く
ら
ん
で
い
ま
す
。
土
偶

の
特
徴
で
も
あ
る
胸
の
ふ
く
ら
み

は
な
く
、
タ
ス
キ
の
よ
う
な
模
様

が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
土
偶
は
縄
文
時
代
後
期
の

仮
面
土
偶
の
代
表
例
と
し
て
、
日

本
各
地
の
博
物
館
な
ど
で
貸
出
希

望
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
国
内
の

み
な
ら
ず
、
平
成
21
年
に
は
イ
ギ

リ
ス
の
大
英
博
物
館
で
開
催
さ
れ

た
特
別
企
画
展
「
T
H
E 

P
O
W
E
R 

O
F 

D
O
G
U
」
で
展
示
さ
れ
、
世

界
中
の
方
々
か
ら
も
注
目
を
集
め

ま
し
た
。
今
年
は
、
愛
知
県
陶
磁

美
術
館
で
9
月
10
日
か
ら
10
月
23

日
に
開
催
予
定
の
「
人
が
大
地
と

出
会
う
と
き
」
で
出
展
さ
れ
、
原

始
古
代
の
造
形
美
の
一
つ
と
し
て

紹
介
さ
れ
ま
す
。

　
民
俗
資
料
館
で
は
、
こ
の
仮
面

の
土
偶
に
つ
い
て
、
発
見
さ
れ
た

当
時
の
裏
話
な
ど
を
実
際
に
掘
っ

た
担
当
者
か
ら
聞
き
だ
し
な
が
ら
、

仮
面
の
土
偶
を
は
じ
め
と
す
る
土

偶
の
魅
力
に
迫
ま
る
会
を
9
月
11

日
に
開
催
し
ま
す
。（
P
18
参
照
）

�

（
文
化
財
担
当　
閏
間
俊
明
）

に
ら
さ
き
遺
産
め
ぐ
り
第

回
19
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就職ガイダンス・標語・にらさき遺産めぐり



綱の全長

当日中央エリア
に集合!!

100m➡100人 対 100人 の大綱引き

参加希望者は

　市民参加型のイベント「綱引きチャレンジ 100vs100」を開催します。
競技ではなく、100 人 対 100 人の健康スポーツを目的とした綱引きです。
勝敗は二の次に、どなたでもお気軽にご参加ください。

■日　時　10 月 9 日（日）
　　　　　13 時から　※12 時 30 分から受付
■会　場　山梨中央銀行韮崎支店前道路
■参加料　無料
　　　　　※参加者には、ニーラオリジナルグッズをもれなくプレゼント。
■対　象　小学生以上　※小学生は保護者の同伴が必要です。
■定　員　200 名（定員になり次第、締め切ります）
■その他　イベントでの綱引きですので、公式ルールは適用しません。
　　　　　また、手袋の着用は可能です。

　今年もまたニーラがまちに笑顔の魔法をかけにやってきた！仮装やコスプレをして、お菓子を配
りながらニーラと一緒にまちをパレードしたり、ステージ上でパフォーマンスをしてみませんか？

☆パレード部門　　
■参加資格　どなたでも可　※人数制限なし
■申　　込　不要　※当日、所定の場所に集合。
☆コンテスト部門　
■参加資格　どなたでも可
■申込期限　9 月 26 日（月）必着
　　　　　　※応募多数の場合は書類選考
■応募方法　所定の申込用紙にて持参・郵送または FAX で
　　　　　　ご応募ください。用紙は、商工観光課窓口
　　　　　　または韮崎市観光協会の HP からダウンロード
　　　　　　してください。 
☆両部門共通
■参 加 費　無料　※小学生以下は保護者の同伴が必要です。

10月
開 催

9 日 武田の里にらさき・ふるさとまつり

ニーラのまほうパレード 仮装パレード＆コンテスト参加者募集

申し込み・問い合わせは…
武田の里まつり実行委員会
☎ 22‐1991　FAX 23‐1215

さ
く
ら
茶
屋
に
農
商
工
等
連
携

事
業
計
画
の
認
定
書
を
交
付

　
農
商
工
等
連
携
促
進
法
（
中
小

企
業
者
と
農
林
漁
業
者
と
の
連
携

に
よ
る
事
業
活
動
の
促
進
に
関
す

る
法
律
）」
に
基
づ
き
、7
月
15
日

に
さ
く
ら
茶
屋（
藤
井
町
南
下
條
）

に
対
し
て
、
関
東
経
済
産
業
局
か

ら
農
商
工
等
連
携
事
業
計
画
の
認

定
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
認
定
さ
れ
た
事
業
計
画
は
、

ス
イ
ー
ツ
に
適
し
た
桑
の
葉
・
桑

の
実
の
開
発
と
そ
れ
を
活
用
し
た

ス
イ
ー
ツ
の
商
品
化
を
行
う
も
の

で
、
さ
く
ら
茶
屋
が
北
杜
市
の
農

業
者
㈱
マ
ル
ベ
リ
ー
フ
ァ
ー
ム
と

連
携
し
た
計
画
が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。

　
今
後
と
も
農
商
工
等
の
連
携
の

輪
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
商
工
観
光
課�

商
工
労
政
担
当

�

（
内
線
2
1
5
）
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　8月 5 日（金）、韮崎市こども議会が開催されまし
た。韮崎東中学校と韮崎西中学校の代表生徒 18 名
が議員として参加し、まちづくりなど様々な討議が
行われ、生徒のみなさんの堂々とした質問に、本会
議を思わせる内容のこども議会となりました。

副議長　浅川瑛子さん
� （韮崎西中）

議長　保坂はづきさん
� （韮崎東中）

1 日議員として議会に臨む生徒
まちづくりについて提案

韮崎市こども議会

あゆのつかみどり大会
　7月 23 日（土）、釜無川河川公園で恒例のあ
ゆのつかみどり大会が開催されました。今、日
本中でモンスターボールを片手にポケモンを
GET している方も多いと思いますが、ここ韮崎
では素手と網で『あゆ』を捕まえようとたくさ
んのちびっこ達が奮闘しました。2,000 匹のす
ばやいあゆの動きに最初は皆さん悪戦苦闘して
いましたが、しだいにコツをつかみたくさんの
あゆを捕まえていました。

青空の下 2,000 人でラジオ体操
　7月 30 日（土）、韮崎市営総合運動
場グラウンドで平成 28 年度夏季巡回
ラジオ体操・みんなの体操会が開催さ
れました。
　韮崎市名誉市民の大村智先生が
人々の健康と幸福を追求し続けてい
ることを称える趣旨から、市民の健康
増進活動の一環として開催され、当日
は午前6時という早い時間にもかかわ
らず、2,000 名もの皆さんに参加して
いただき、この人数で行うラジオ体操
はまさに圧巻の光景でした。
　これを機会に、皆さんも健康増進の
ために、毎朝ラジオ体操をやってみて
はいかがでしょうか。
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　真夏の甘利山を自転車で駆け上がる「戦国ヒルクライ
ム in 韮崎・甘利山」が 7月 17 日（日）に開催され、平
均勾配 9.5％、距離 11.7 キロの国内屈指の難コースに、
県内外からたくさんのライダーが挑みました。

戦国ヒルクライム in韮崎・甘利山
～甲斐の国　激坂決戦～

児童・生徒の安全な生活を守ります !
　児童・生徒の安全な生活と健全育成のための指導・支援及
び非行や犯罪被害等の未然防止・早期解決を図ることを目的
に、韮崎市教育委員会と山梨県警察本部、韮崎警察署で「韮
崎市立学校・警察パートナーシップ制度」に基づく相互連携
協定の締結式が甲斐市と合同で、8月 3 日（水）にラザウォー
ク甲斐双葉のラザホールにて行なわれました。韮崎市教育委
員会と警察で連携し子どもたちの安全な生活を守ります。

ヴァンフォーレ甲府VS 浦和レッズ
韮崎市サンクスデーを開催

　7月 30 日（土）、ヴァンフォーレ甲府対浦和レッズの試合
が山梨中銀スタジアムで行われました。
　この試合は韮崎市のサンクスデーとして開催され、韮崎工
業高校太鼓部の皆さんの演奏や、市内の子どもたちによるエ
スコートキッズのほか、両チームへ大村智博士ノーベル賞受
賞記念特別醸造ワインが贈呈されました。

韓国クラブチーム（U-18 チーム）
韮崎高校と交流試合

　7 月 16 日（土）に韮崎中央公園陸上競技場で、韓国の K
リーグ（1部リーグ）の強豪で 2016 シーズンの春期全国大
会で優勝した『光州 FC�U-18（クムホ高等学校）』の選手が
韮崎高校の選手と交流試合を行いました。
　結果は 6 対 1 で韮崎高校は負けてはしまいましたが、両
チームとも熱い戦いを見せてくれました。

「ベストタイムが出たの
でうれしかったです。ま
さか自分が総合優勝す
るとは思わなかったで
す。勝って見る頂上の景
色が最高でした！」
総合1位　大倉壮さん
� （市川三郷町）

「目標の 1 時間がきれてう
れしかったです！」
女性1位　望月美和子さん
� （静岡県）

「来年は仮装賞 3 連覇狙い
ます！」
仮装賞　田中総明さん
� （甲斐市）
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広　報
にらさき

infor
mation

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　
保
険
・
福
祉

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
に
つ
い
て

　
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
は
接
種

後
に
重
い
病
気
に
な
っ
た
事
例
が

あ
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
平

成
17
年
度
か
ら
平
成
21
年
度
ま
で
、

積
極
的
な
勧
奨
を
差
し
控
え
て
お

り
、
そ
の
後
、
新
た
な
ワ
ク
チ
ン

が
開
発
さ
れ
、
通
常
通
り
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
7
年
か
ら
18

年
度
に
生
ま
れ
た
方
は
、
予
防
接

種
を
受
け
る
機
会
を
逃
し
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
接
種
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
母
子
手
帳
等
を
ご

確
認
い
た
だ
き
、
保
健
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
今
年
度
18
歳
と
な
る
方

は
第
2
期
の
接
種
を
逃
し
て
い
る

場
合
が
あ
り
、
対
象
年
齢
の
方
へ

5
月
中
に
ご
案
内
を
送
付
し
て
あ

り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
日
本
脳
炎
第
2
期
の
対

象
者
は
9
歳
以
上
13
歳
未
満
の
方

で
、今
年
度
9
歳
に
な
る
方
に
、順

次
予
診
票
を
郵
送
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
母
子
手
帳
を
ご
確
認
の
上

接
種
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
保
健
課�

健
康
増
進
担
当

し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課�

学
校
教
育
担
当

�

（
内
線
2
6
5
）

　
環　
境

蛍
光
灯
・
乾
電
池
・
鏡
な
ど	

有
害
ご
み
の
収
集
を
行
い
ま
す

　
9
月
は
各
地
区
及
び
拠
点
リ
サ

イ
ク
ル
会
場
で
、
蛍
光
灯
や
乾
電

池
、
鏡
や
水
銀
式
体
温
計
な
ど
水

銀
を
含
ん
だ
有
害
ご
み
の
収
集
を

行
い
ま
す
。

　
次
回
は
来
年
2
月
と
な
り
ま
す

の
で
、
こ
の
機
会
に
お
忘
れ
の
な

い
よ
う
に
排
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
排
出
の
際
は
、
必
ず
袋

や
ビ
ニ
ー
ル
袋
か
ら
出
し
た
状
態

で
収
集
場
所
に
備
え
ら
れ
た
コ
ン

テ
ナ
等
の
回
収
容
器
に
入
れ
て
下

さ
い
。
ま
た
割
れ
て
し
ま
っ
た
蛍

光
灯
や
電
球
・
グ
ロ
ー
ラ
ン
プ
は
、

不
燃
ご
み
と
し
て
排
出
を
お
願
い

し
ま
す
。
収
集
場
所
や
日
程
に
つ

い
て
は
、
各
戸
配
付
し
て
あ
り
ま

す
「
平
成
28
年
度
ご
み
・
資
源
物

収
集
日
程
表
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
環
境
課�

環
境
政
策
担
当

�

（
内
線
1
3
1
・
1
3
2
）

犬
・
猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術
に

は
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す

　

市
で
は
、
犬
及
び
猫
の
不
妊
・

去
勢
手
術
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
に

�

☎
2
3
‒
4
3
1
0

家
族
介
護
者
の
つ
ど
い

　
在
宅
で
無
理
な
く
介
護
を
す
る

た
め
に
在
宅
介
護
を
支
え
て
い
る

専
門
職
の
話
を
聞
き
、
介
護
に
つ

い
て
考
え
な
が
ら
仲
間
と
語
り
合

い
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　
9
月
28
日
（
水
）

　
　
　
　
10
時
～
11
時
30
分

■
場
所　
ほ
っ
と
ほ
っ
と
韮
崎

�（
韮
崎
市
本
町
1
‒
1
4
‒
2
1
）

■
対
象
者　

　
介
護
を
さ
れ
て
い
る
方
・
こ
れ

か
ら
介
護
を
さ
れ
る
方
・
介
護
を

し
て
い
た
方
・
介
護
関
係
者
・
介

護
に
興
味
の
あ
る
方

■
参
加
費　
無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
介
護
保
険
課�

介
護
支
援
担
当

�

☎
2
3
‒
4
3
1
3

女
性
の
健
康
を
考
え
る
出
前
講
座

～
女
性
の
健
康
は	

	
	

地
域
の
た
か
ら
～

　
自
分
の
た
め
、大
切
な
家
族
の
た

め
、正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
自
分

の
健
康
は
自
分
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

が
ん
は
早
期
発
見
早
期
治
療
で
克

服
で
き
る
時
代
で
す
。
10
月
は
、ピ

ン
ク
リ
ボ
ン
月
間（
乳
が
ん
早
期
発

見
強
化
月
間
）で
す
。
皆
さ
ん
で
一

緒
に
考
え
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　
9
月
21
日
（
水
）

　
　
　
　
14
時
～
15
時
15
分
予
定

�

（
受
付
13
時
45
分
よ
り
）

■
場
所　
韮
崎
市
商
工
会
館

　
　
　
　
2
F
会
議
室　

■ 

講
師　
山
梨
が
ん
ピ
ア
サ
ポ
ー　

ト
「
希
望
（
の
ぞ
み
）
の
会
」

�

樋
川　
和
子
氏

■
参
加
費　
無
料

※�

韮
崎
市
商
工
会
女
性
部
・
韮
崎　

市
役
所
保
健
課
共
同
開
催

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
韮
崎
市
商
工
会

�

☎
2
2
‒
2
2
0
4

�

FAX
2
2
‒
9
5
0
0

「
脳
若
返
り
教
室
」参
加
者
募
集
！

　
「
脳
若
返
り
教
室
」は
、i
p
a
d

（
ア
イ
パ
ッ
ド
）
を
使
っ
た
認
知
症

予
防
の
た
め
の
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

教
室
で
す
。
参
加
者
同
士
、楽
し
く

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な

が
ら
、
視
覚
・
聴
覚
か
ら
の
刺
激
や
、

指
先
を
動
か
す
こ
と
で
脳
を
活
性

化
し
ま
す
。ま
た
体
を
動
か
す
体
操

も
で
き
ま
す
。

■ 

内
容　
i
P
a
d
を
使
っ
た

脳
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

※�

i
P
a
d
の
使
い
方
教
室
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

■ 

対
象
者　
市
内
に
住
所
が
あ
る

65
歳
以
上
の
方
で
、
自
身
で
教

室
へ
通
う
こ
と
の
で
き
る
方

■
定
員

　
20
名
（
要
申
込
み
・
先
着
順
）

■
参
加
費　
無
料

■ 

持
ち
物　
筆
記
用
具
・
動
き
や　

す
い
服
装
・
眼
鏡
等

■ 

実
施
期
間　
10
月
7
日
・
21
日
・

11
月
4
日
・
18
日
・
12
月
2
日
・

16
日
・
1
月
6
日
・
20
日
・
2
月

3
日
・
17
日
・
3
月
3
日
・
17
日

　
10
時
～
11
時
30
分

■
問
い
合
わ
せ

　

�

も
の
忘
れ
相
談
セ
ン
タ
ー

�

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

�

☎
2
3
‒
4
4
6
4

�

FAX
2
3
‒
4
3
1
6

　
教　
育

平
成
29
年
度
入
学
児
童
の
就
学

時
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す

■
日
時

　
10
月
12
日（
北
西・甘
利
小
）

　
10
月
13
日（
韮
崎・穂
坂・北
東
小
）

■ 

会
場　
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

　
　
　
　
韮
崎
文
化
ホ
ー
ル

■
受
付
時
間

　
A
グ
ル
ー
プ　
13
時
15
分
～

　
B
グ
ル
ー
プ　
13
時
45
分
～

　
対
象
者
に
は
、
9
月
上
旬
に
通

知
と
必
要
書
類
を
送
付
し
ま
す
。

※�

2
週
間
前
ま
で
に
通
知
が
届
か

な
い
場
合
は
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

※�

混
雑
を
避
け
る
た
め
、
2
グ

ル
ー
プ
に
分
け
て
実
施
し
ま
す
。

詳
細
は
通
知
に
記
載
し
ま
す
の

で
、
各
受
付
の
時
間
帯
に
お
越　
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■
予
約
日　
9
月
1
日
（
木
）

　
8
時
30
分
か
ら
（
電
話
可
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
企
画
財
政
課�

企
画
推
進
担
当

�

（
内
線
3
5
6
）

　
募　
集

甘
利
山
ク
リ
ー
ン
大
作
戦		

	

参
加
者
募
集

　

南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
の
緩
衝
地
域
に
あ
る
甘
利

山
。
こ
の
甘
利
山
の
優
れ
た
自
然

環
境
の
保
全
と
持
続
可
能
な
利
活

用
の
調
和
に
市
民
協
働
で
取
り
組

み
な
が
ら
、
大
自
然
が
私
た
ち
に

与
え
て
く
れ
る
〝
夢
と
感
動
〟
を

次
世
代
に
継
承
す
る
た
め
、
本
年

も
第
9
回
『
甘
利
山
ク
リ
ー
ン
大

作
戦
』
を
実
施
し
ま
す
。

■
開
催
日　
10
月
29
日
（
土
）

■
当
日
の
日
程
等

・
集
合
場
所　
釜
無
川
河
川
公
園

・
受
付　
8
時
～

・
出
発　
8
時
30
分

・
解
散　
13
時
を
予
定

※�

自
家
用
車
の
場
合
は
9
時
15
分

ま
で
に
甘
利
山
広
河
原
駐
車
場

■
参
加
費　
無
料

　
昼
食
付
（
お
に
ぎ
り
2
個・豚
汁
）

■ 

持
ち
物　
作
業
で
き
る
服
装
・

軍
手
・
雨
具
・
刈
払
機
又
は
鎌
等

■
募
集
期
限　
10
月
7
日
（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
韮
崎
市
観
光
協
会

�

☎
2
2
‒
1
9
9
1

保
育
園
職
員
を
募
集

■
募
集
職
種

　
○
非
常
勤
保
育
士

　
○
パ
ー
ト
保
育
士

　
○
調
理
補
助
員

■
仕
事
内
容

　
○
保
育
士　
保
育
士
業
務
全
般

　
○�

調
理
員　
給
食
・
お
や
つ
の

調
理
及
び
片
付
け

■ 

申
込　

市
の
H
P
ま
た
は
子

育
て
支
援
担
当
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課�

子
育
て
支
援
担
当

�

（
内
線
1
7
3
～
1
7
5
）

山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
川
柳
作
品
募
集

■
募
集
内
容

　
「
健
康
の
秘
訣
、
若
さ
の
秘
訣
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
川
柳

■
応
募
期
間　
9
月
1
日
（
木
）

　
～
10
月
31
日
（
月
）
必
着

■
応
募
資
格

　
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
被
保
険
者
の
方

■
応
募
方
法
（
1
人
3
点
ま
で
）

　
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル

　

�

メ
ー
ル
題
名「
山
梨
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
川
柳
応
募
」

■
記
載
事
項

　
�

作
品
（
川
柳
）・
ペ
ン
ネ
ー
ム
・

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年

齢
・
電
話
番
号
・
職
業

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
〒
4
0
0
‒
8
5
8
7

　
甲
府
市
蓬
沢
1
‒
1
5
‒
3
5

　

�

山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
総
務
課�

総
務
担
当

☎
0
5
5
‒
2
3
6
‒
5
6
7
1

　

�ko
u
h
o
@
ya
m
a
n
a
sh
i-

iryoukouiki.jp

　
お
知
ら
せ

や
ま
な
し
働
き
方
改
革	

	

共
同
宣
言
に
賛
同
署
名

　
少
子
高
齢
化
、
若
者
の
県
外
流

出
に
よ
り
人
口
減
少
が
進
む
中
で
、

全
て
の
人
々
が
健
康
で
安
心
し
て

活
き
活
き
と
働
く
こ
と
が
で
き
る

職
場
環
境
を
実
現
し
、
企
業
の
人

材
確
保
、
生
産
性
の
向
上
に
つ
な

げ
て
い
く
た
め
に
は
「
働
き
方
改

革
」
が
重
要
で
す
。

　
こ
の
度
、こ
の
「
働
き
方
改
革
」

の
気
運
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め

「
や
ま
な
し
働
き
方
改
革
共
同
宣

言
」
を
山
梨
県
や
労
使
団
体
で
行

い
、
韮
崎
市
で
も
本
宣
言
に
賛
同

い
た
し
ま
し
た
。

　
「
働
き
方
改
革
」は
雇
用
環
境
の

改
善
と
合
わ
せ
て
、
働
く
者
の
意

識
の
改
革
が
重
要
で
す
。
仕
事
と

生
活
の
調
和
を
捉
え
た
働
き
方
を

皆
さ
ん
で
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
労
働
局
雇
用
環
境・均
等
室

☎
0
5
5
‒
2
2
5
‒
2
8
5
9

■
場
所　
ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨

■
問
い
合
わ
せ

��

中
北
保
健
所
峡
北
支
所
衛
生
課

�

☎
2
3
‒
3
0
7
1

　
相　
談

ね
ん
き
ん
無
料
相
談

　
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
「
ね

ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き
ん
特
別

便
」
な
ど
に
関
す
る
相
談
会
を
年

4
回
開
催
し
ま
す
。
年
金
に
つ
い

て
何
か
不
明
な
点
が
あ
る
方
は
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
9
月
13
日
（
火
）

　
　
　
　
9
時
～
16
時

■
場
所

　
市
役
所
別
館
2
0
1
会
議
室

■
持
ち
物

　
「
ね
ん
き
ん
定
期
便・ね
ん
き
ん

特
別
便
一
式
」、「
年
金
証
書
」、「
印

鑑
」、「
年
金
手
帳
（
お
持
ち
の
場

合
）」
な
ど

■
問
い
合
わ
せ

　
市
民
課�

市
民
担
当

�

（
内
線
1
2
4
・
1
2
5
）

無
料
法
律
相
談
山
梨
学
院
大
学

法
科
大
学
院
と
共
催

■
日
時　
9
月
8
日
（
木
）

　
　
　
　
13
時
～
16
時

■
場
所　
ニ
コ
リ
会
議
③
④

■
定
員　
先
着
12
名

■
相
談
時
間　
1
人
30
分
以
内

※�

相
談
に
は
弁
護
士
の
ほ
か
に
法

科
大
学
院
生
が
同
席
し
ま
す
。

よ
り
無
用
な
繁
殖
を
抑
制
し
、
野

犬
、
野
良
猫
等
の
増
加
及
び
被
害

を
防
止
す
る
た
め
、
飼
い
犬
、
飼

い
猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術
に
対
し

て
、
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

■
助
成
金
額

○
犬　
不
妊　
6
，
0
0
0
円

　
　
　
去
勢　
4
，
0
0
0
円

○
猫　
不
妊　
4
，
0
0
0
円

　
　
　
去
勢　
3
，
0
0
0
円

■
申
請
方
法

①
動
物
病
院
で
手
術
の
予
約

※�

市
と
協
定
を
結
ん
だ
動
物
病
院

の
み
と
な
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
市
の
H
P
ま
た
は
環
境
政

策
担
当
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
手
術
後
の
申
請
は
受
付
不
可

②�

市
役
所
窓
口
に
て
申
請
書
を
記

入
す
る
。（
要
印
鑑
）

③�

助
成
券
を
持
参
し
、
動
物
病
院

で
手
術
を
受
け
る
。

■
問
い
合
わ
せ

　
環
境
課�

環
境
政
策
担
当

�

（
内
線
1
3
1
・
1
3
2
）

動
物
愛
護
デ
ー
に
参
加
し
よ
う
！

　
動
物
愛
護
デ
ー
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
テ
ー
マ
は「
家
族
の
一
員
か
ら

社
会
の
一
員
へ
」で
す
。
こ
の
機
会

に
、人
と
動
物
が
と
も
に
住
み
よ
い

社
会
を
目
指
し
て
、動
物
の
愛
護
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？�

■
日
時　
9
月
22
日
（
木
・
祝
）

　
　
　
　
10
時
～
15
時

★
台
風
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
危
険
を
感
じ
た
ら
、
た
だ
ち
に
〝
命
を
守
る
行
動″
を
と
り
ま
し
ょ
う
。
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イ
ベ
ン
ト

第
3
回
N
I
R
A
マ
ル
シ
ェ
&

ま
ち
な
か
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
開
催　

　
美
味
し
い
屋
台
や
賑
や
か
な
イ

ベ
ン
ト
、
ア
ニ
メ
映
画
を
上
映
し

ま
す
。

■
日
時　
9
月
18
日
（
日
）

　
マ
ル
シ
ェ　
12
時
～
17
時

　
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー

　
　
　
　
　
　
18
時
30
分
～
20
時

■
場
所　
本
町
ふ
れ
あ
い
公
園

■
問
い
合
わ
せ

　
商
工
観
光
課�

商
工
労
政
担
当

�

（
内
線
2
1
6
）

親
子
で
ち
ぎ
り
パ
ン
を
作
っ
て

み
よ
う
！

　
作
っ
て
楽
し
い
、
見
て
か
わ
い

い
動
物
ち
ぎ
り
パ
ン
を
生
地
か
ら

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？　

■
日
時　
10
月
15
日
（
土
）

　
　
　
　
10
時
～
14
時
頃

■
場
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
調
理
室

■ 

費
用　
大
人　
1
，0
0
0
円

　
　
　
　
子
ど
も　
5
0
0
円

■
定
員　
小
学
生
親
子
12
組

　

�（
大
人
1
名
に
つ
き
子
ど
も
2

名
ま
で
）

■ 

持
ち
物　
う
わ
ば
き
、
エ
プ
ロ

ン
、
三
角
巾
、
マ
ス
ク
、
お
て
ふ

き
、麺
棒
、持
ち
帰
り
用
の
容
器

■
講
師　
早
川
亜
希
子
先
生

※�

昼
食
は
講
師
の
作
っ
た
パ
ン
を

食
べ
ま
す
。

■ 

受
付　
9
月
12
日
（
月
）
よ
り

受
付
開
始

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課�

生
涯
学
習
担
当

�

（
内
線
2
6
7
・
2
6
8
）

ぶ
ど
う
狩
り
と
穴
山
町
歴
史

フ
ッ
ト
パ
ス

　
穴
山
町
の
風
景
と
歴
史
を
散
策

し
な
が
ら
、
秋
の
味
覚
の
ぶ
ど
う

狩
り
体
験
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　
9
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　
9
時
～

■
場
所　
穴
山
町
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

■
定
員　
30
名
（
先
着
順
）

■
費
用　
1
，
5
0
0
円

　
（
巨
峰
試
食
、
昼
食
付
）

■
申
込
期
限　
9
月
14
日
（
水
）

■
問
い
合
わ
せ

　
農
林
課�

農
林
振
興
担
当

�

（
内
線
2
2
4
）

敬
老
月
間
無
料
ご
招
待

　
韮
崎
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、

天
然
か
け
流
し
温
泉
や
マ
ッ
サ
ー

ジ
機
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
を
備
え
、
高

齢
者
の
方
々
の
憩
い
の
場
、健
康
増

進
の
場
と
し
て
た
く
さ
ん
の
方
々

に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

■
期
間　
9
月
1
日
（
木
）
～

　

��

9
月
30
日（
金
）ま
で
の
1
ヵ
月

間
（
日
曜
日
、
祝
祭
日
を
除
く
）

■
対
象　
市
内
の
65
歳
以
上
の
方

◆
開
館
時
間

　
9
時
30
分
～
16
時
30
分

◆
入
浴
時
間

　
9
時
30
分
～
15
時
30
分

■
問
い
合
わ
せ

　
韮
崎
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

�

☎
2
2
‒
6
9
4
4

福
祉
の
日
記
念
ま
つ
り

　
運
動
会
や
う
ど
ん
・
そ
ば
・
お

で
ん
の
各
模
擬
店
、
バ
ザ
ー
、
ミ

ニ
S
L
無
料
乗
車
、
ふ
わ
ふ
わ

ド
ー
ム
、
消
防
車
両
の
展
示
な
ど

お
子
様
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
楽
し

め
る
催
し
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

■
日
時　
10
月
1
日
（
土
）

※
雨
天
時　
10
月
2
日
（
日
）

　
　
　
　
　
9
時
～
13
時
30
分

■
場
所　
韮
崎
中
央
公
園

■
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
時
間

韮崎駅（発）

8 時 10分

8時 30分

9時 00分

11時 00分

11時 30分

※�
市
役
所
か
ら
は
運
行
し
ま
せ
ん
。

※
帰
り
は
終
了
後
随
時
運
行

☆
フ
リ
マ
出
店
希
望
者
募
集

■
出
店
時
間　
9
時
～
13
時
30
分

■
申
込
期
限　
9
月
15
日
（
木
）

　
会
場
等
の
都
合
に
よ
り
出
店
舗

数
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課�

社
会
福
祉
担
当

�

（
内
線
1
8
0
・
1
8
1
）

穂
坂
自
然
公
園
イ
ベ
ン
ト
情
報
！

①�

穂
坂
ブ
ド
ウ
の
ジ
ャ
ム
作
り
体　

験
教
室

■
日
時　
9
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　
10
時
～
12
時

■
定
員　
20
名
（
要
申
込
み
）

■
参
加
費　
5
0
0
円

※�

作
業
が
で
き
る
服
装
で
お
越
し　

く
だ
さ
い
。

②
燻
製
作
り
教
室

■
日
時　
9
月
24
日
（
土
）

　
　
　
　
10
時
～
12
時

■
定
員　
15
名
（
要
申
込
み
）

■
参
加
費　
5
0
0
円

※�

作
業
の
で
き
る
服
装
で
お
越
し　

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　
穂
坂
自
然
公
園

　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

�

☎
3
7
‒
4
3
6
2

リ
ラ
ッ
ク
ス
ヨ
ガ
イ
ベ
ン
ト
開
催 

　
呼
吸
法
と
ア
ー
サ
ナ（
ポ
ー
ズ
）

に
心
と
身
体
を
ほ
ぐ
し
、
内
面
の

の
機
能
を
活
性
化
さ
せ
ま
す
。

■
開
催
日

①
9
月
17
日
（
土
）

　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

②
10
月
1
日
（
土
）

　
13
時
30
分
～
14
時
30
分

③
10
月
15
日　
①
と
同
じ
時
間

④
11
月
5
日　
②
と
同
じ
時
間

⑤
11
月
19
日　
①
と
同
じ
時
間

■
場
所　
市
営
体
育
館
剣
道
場

■ 
参
加
費　
5
0
0
円
（
保
険
代

込
）会
員
カ
ー
ド
持
参
で
2
0
0

円
割
引

■
参
加
人
数　
先
着
30
名

■ 

持
ち
物　
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
・
タ
オ　

ル
・
飲
み
物
、
室
内
履
き

■ 

申
込
期
限

　
事
前
メ
ー
ル
・
T
E
L
受
付

※
開
催
日
5
日
前
ま
で

※�

氏
名
・
住
所
・
年
齢
・
連
絡
先

（
件
名
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
ヨ
ガ
）を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

�nirasup
o
@
gaea.o

cn.
ne.jp

■
問
い
合
わ
せ

　
N
P
O
韮
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

�

☎
2
1
‒
2
2
5
5

縄
文
王
国
山
梨
巡
回
ゼ
ミ		

武
田
の
里
で
語
る
縄
文
世
界	

～
ナ
ゾ
多
き
仮
面
土
偶
の		

	

魅
力
に
迫
る
～

　
土
偶
の
発
掘
に
深
く
関
わ
っ
た

方
と
座
談
会
を
お
こ
な
い
な
が
ら
、

仮
面
土
偶
の
ナ
ゾ
に
迫
り
ま
す
。

発
見
当
時
の
裏
話
な
ど
も
聞
く
こ

と
の
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
是

非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
時　
9
月
10
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
10
時
か
ら

■
開
催
場
所　
韮
崎
市
民
俗
資
料
館

■
定
員　
40
名

※
当
日
申
込
み
受
付
順　

■
参
加
費　
無
料

■
問
い
合
わ
せ　

　
韮
崎
市
民
俗
資
料
館

�

☎
2
2
‒
1
6
9
6
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ニ
コ
リ

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

イ
ベ
ン
ト
情
報

ニ
コ
リ
主
催
イ
ベ
ン
ト

�

問
合
せ
☎
2
2
―
1
1
2
1

革
細
工
教
室

　
男
性
に
も
人
気
の
レ
ザ
ー
ク
ラ

フ
ト
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
皮

を
使
い
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
り
ま
す
。

■
日
時　
9
月
30
日
（
金
）

　
　
　
　
19
時
～
21
時

■
費
用　
5
0
0
円

■
対
象　
小
学
5
・
6
年
生
以
上

■
定
員　
先
着
8
名

■
場
所　
1
階
陶
芸
・
工
作
室

■
講
師　
s
v
a
d
i
s
t
a

�

佐
藤　
氏

■ 

申
込
方
法　
総
合
受
付
に
て
申

込
書
に
参
加
費
を
添
え
て
お
支

払
い
く
だ
さ
い
。
当
日
作
る
作

品
の
見
本
も
あ
り
ま
す
。

編
物
講
習
会

　
暖
か
い
毛
糸
を
使
っ
て
編
物
に

挑
戦
し
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　
10
月
8
日
（
土
）

　
　
　
　
10
時
～
15
時　

■
場
所　
1
階
会
議
室
5

①
小
さ
な
シ
ョ
ー
ル　

�

2
，
9
0
0
円

②
モ
チ
ー
フ
横
編
ベ
ス
ト

�

5
，
3
0
0
円

③
前
開
き
ベ
ス
ト

�

4
，
5
0
0
円

■
定
員　
先
着
20
名

■ 

持
ち
物　
か
ぎ
針
（
①
～
③
で

号
数
が
違
う
の
で
、
申
込
時
に

要
確
認
）

■
講
師　
山
梨
編
物
手
芸
の
会

■ 

申
込
方
法　
参
加
費
を
添
え
て　

総
合
受
付
に
て
申
し
込
み

大
村
記
念
図
書
館

�

問
合
せ
☎
2
2
―
4
9
4
6

9
月
展
示	

	
	

「
お
年
寄
り
か
ら
心
の
幸
せ
を

学
び
ま
し
ょ
う　
～
老
年
的
超

越
に
つ
い
て
考
え
る
～
」
展
示

　
高
齢
者
が
豊
か
な
精
神
性
と
幸

福
感
に
包
ま
れ
る
心
の
状
態
と
し

て
近
年
研
究
が
進
ん
で
い
る
「
老

年
的
超
越
」
と
は
？
関
係
す
る
書

籍
か
ら
、
幸
せ
の
か
た
ち
を
探
り
、

生
き
る
ヒ
ン
ト
と
し
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
？

■
展
示
期
間　
9
月
1
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
～
29
日
（
木
）

朗
読
の
つ
ど
い　
（
無
料
）

　

市
内
と
市
外
の
朗
読
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
出
演
で
す
。

■
日
時　
9
月
17
日�（
土
）

　
　
　
　
14
時
～
15
時

■
場
所　
ニ
コ
リ
2
階
会
議
室
9

■
内
容
（
作
品
名
・
朗
読
者
）

「
墨
丸
」�

山
本
周
五
郎
作

�

朗
読　
渡
邊
昌
恵
氏

「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」

�

夏
目
漱
石
作

�

朗
読　
小
林
方
子
氏

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

�

問
合
せ
☎
2
3
―
7
6
7
6

入
園
あ
れ
こ
れ		

	

お
し
ゃ
べ
り
会
（
要
予
約
）

　
入
園
に
つ
い
て
の
ギ
モ
ン
や
心

配
事
、
も
ち
ろ
ん
楽
し
み
な
こ
と

も
、
み
ん
な
で
お
し
ゃ
べ
り
し
ま

せ
ん
か
♪

■
日
時　
9
月
8
日
（
木
）

　
　
　
　
13
時
～
14
時

■ 

場
所　
ニ
コ
リ
2
階
イ
ベ
ン
ト

ス
ペ
ー
ス

■ 

対
象　
市
内
在
住
の
入
園
を
控

え
て
い
る
親
子　
15
組

■
参
加
費　
1
0
0
円

■
申
込　
電
話
又
は
H
P
で
受
付

マ
マ
の
た
め
の
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

　
み
ん
な
で
食
べ
て
良
し
作
っ
て

良
し
の
手
作
り
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

■
日
時　
9
月
16
日
（
金
）

　
　
　
　
10
時
～
11
時
30
分

■
場
所　
ニ
コ
リ
1
階
調
理
室

■
定
員　
10
名
（
託
児
可
）

■ 

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン・三
角
巾・

ハ
ン
カ
チ
・
筆
記
用
具

■
参
加
費　
3
0
0
円

■
申
込　
電
話
又
は
H
P
で
受
付

に
ら
★
ち
び　
0
歳
児
ひ
ろ
ば

　
9
月
は
毎
週
水
曜
日
と
プ
ラ
ス

も
う
1
日
の
5
回
開
催
。
予
約
不

要
で
い
つ
来
て
い
つ
帰
っ
て
も
自

由
で
す
。
日
替
わ
り
カ
フ
ェ
も
あ

る
の
で
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
♪

■
時
間　
10
時
～
14
時

■
対
象　
0
歳
児
と
保
護
者

中
央
公
民
館

�

問
合
せ
☎
2
0
―
1
1
1
5

『
ハ
ギ
レ
を
使
っ
た	

	

　
　
簡
単
コ
サ
ー
ジ
ュ
作
り
』

　
針
と
糸
を
使
わ
な
い
、
ハ
ギ
レ

を
使
っ
た
お
し
ゃ
れ
な
コ
サ
ー

ジ
ュ
を
作
り
ま
す
。

■
日
時　
10
月
8
日
（
土
）

　
　
　
　
13
時
～
16
時

■
場
所　
ニ
コ
リ
1
階
工
芸
室

■
材
料
費　
8
0
0
円（
2
個
分
）

■
持
ち
物　
小
さ
め
の
布
バ
サ
ミ

■
定
員　
15
名

■
講
師　
手
芸
作
家　

�

高
野
貴
美
氏

■
申
込　
9
月
5
日
（
月
）
か
ら

『
筆
ペ
ン
講
座
』（
全
2
回・無
料
）

　
年
賀
状
を
筆
ペ
ン
で
書
い
て
み

ま
せ
ん
か
？

■
日
時　
10
月
4
・
18
日
（
火
）

　
　
　
　
10
時
～
12
時

■
場
所　
ニ
コ
リ
1
階
会
議
室
6

■
持
ち
物　
筆
ペ
ン

■
定
員　
20
名

■
講
師　
田
中
志
津
氏　

■
申
込　
9
月
5
日
（
月
）
か
ら

（
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
共
催
）

『
お
や
こ
で
楽
し
も
う
！		

　
　
　
　
　
　
リ
ズ
ム
体
操
』

■
日
時　
10
月
21
日
（
金
）

　
　
　
　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
所　
ニ
コ
リ
3
階

　
　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル

■
定
員　
0
～
3
歳
児
の
親
子

　
　
　
　
25
組

■
参
加
費　
無
料

■
講
師　
斎
藤
晴
美
氏

■ 

申
込　
9
月
9
日
（
金
）
か
ら

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー（
電
話・

H
P
）
で
も
受
付

油断しないで
熱中症 !!
　9月になりましたが、
日中は暑い日があります。
熱中症を正しく理解し、
早めの対策、予防に努め
ましょう !!
■予防するには
・�こまめな水分補給
・�扇風機、エアコンなど
を活用した室温調整
・�日傘、帽子、通気性の
良い衣服の着用
・�炎天下での長時間の活
動を避ける

■問い合わせ
　保健課�健康増進担当
　☎ 23-4310

19
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ニ
ー
ラ
が
大
好
き
で
、ぬ

い
ぐ
る
み
を
自
作
し
た
住

吉
裕
子
さ
ん
（
穂
坂
町
在

住
）
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
住
吉
さ
ん
は
、韮
崎
市
立

図
書
館
よ
り
生
ま
れ
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
人
形
劇
団「
も

も
た
ろ
う
7
（
セ
ブ
ン
）」

に
所
属
し
て
お
り
、手
作
り

の
人
形
を
使
っ
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
ス
ト
ー
リ
ー
に
よ
る

人
形
劇
を
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
な
ど
で
上
演
し
て

い
ま
す
。

　
元
々
癒
し
系
な
も
の
が

好
き
で
、ニ
ー
ラ
を
は
じ
め

て
見
た
と
き「
な
ん
て
か
わ

い
い
カ
エ
ル
な
ん
だ
ろ
う
」

と
感
じ
、ニ
コ
リ
や
ゆ
～
ぷ

る
の
受
付
で
グ
ッ
ズ
が

売
っ
て
い
る
の
か
聞
い
た

と
こ
ろ
、ス
ト
ラ
ッ
プ
な
ど

の
小
さ
い
も
の
し
か
売
っ

て
お
ら
ず
、「
市
の
イ
メ
ー

ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
の
に

ど
う
し
て
ぬ
い
ぐ
る
み
を

作
っ
て
な
い
の
？
」と
い
う

気
持
ち
か
ら
、自
作
で
ニ
ー

ラ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
作
っ

た
そ
う
で
す
。

　
住
吉
さ
ん
は
、ニ
ー
ラ
を

み
ん
な
に
知
っ
て
も
ら
い
、

知
名
度
を
上
げ
、ゆ
る
キ
ャ

ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
で
ベ
ス
ト

10
を
目
指
し
た
い
と
語
っ

て
い
ま
し
た
。

●国民健康保険より
　8月に韮崎市国民健康保険で支払った額（保険者負担
額）は、157,525,088円（前年同月比5.93%増）で、1人あ
たりの保険者負担額は、20,973円（前年同月比 10.37%
増）でした。引き続き健康に気をつけ医療費の節約にご協
力ください。

市の人口 8月1日現在 （前月比）
男 15,088人（うち外国人183人） −7人
女 15,266人（うち外国人275人） −10人
計 30,354人（うち外国人458人） −17人

世帯数 12,522世帯 14世帯

目
指
せ
ベ
ス
ト
10 

!!

ニ
ー
ラ
の
人
気
を
全
国
区
へ
!!


